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リハビリテーション看護論 
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本日の講義目標 
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＜学習目標２．＞ 

リハビリテーションを必要とする生活機能障害  

を抱えて生きている人々の身体的・心理的社 

会的特徴を深く理解できる。 

 

 ➔「当事者（患者・家族）の語り」から生活機能 

   障害とともに生きる対象を理解できる。 

 

  

 

 

 

 



本日の講義目標 
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＜学習目標４．＞ 

（演習を通して）リハビリテーションにおける看
護過程の展開および看護実践能力を身につい
けることができる。 

 

 ➔生活機能障害を抱える人に対し、リハビリ   

テーションに関するアセスメントの視点を持ち、
評価することができる。  

 

 

 

 



＜ICFの概念＞  
 

国際生活機能分類－国際障害分類改日本語版）の厚生労働省訳（2001）：（http://www.mhlw.go.jp/houdou/2002/08/h0805-1.html 
引用・一部変更 

障害や疾病の状態についての共通理解を持つ 
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参加：生活・人生場面への関わり ⇔  制約 

  活動・参加を評価する時、当事者との協働的な
パートナーシップによる「アセスメント」が重要となる。
本人が生活体験をどのように認識しているかという
本人の主観的な評価が重要。 

   

    

ＩＣＦモデルによるアセスメントの視点 
③参加/参加制約 
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ＩＣＦの構成要素間の相互作用 

国際生活機能分類－国際障害分類改日本語版）の厚生労働省訳（2001）：（http://www.mhlw.go.jp/houdou/2002/08/h0805-1.html 
引用・一部変更 、 文献２）ｐ35 参照 

主観的体験 患者が体験しているであろう世界に近づく 
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主観的障害（心理面）のアセスメント 

患者が体験しているであろう世界に近づく 

評価項目 

 ・ボディ・イメージ 身体的喪失感  

  健康観 死生観  

 ・生活信条 信仰 

 ・治療やリハビリの受け入れ 障害に対する偏見 

 ・生活上の不自由感 

 ・他者に対する信頼感 周囲からの疎外感 

 ・受容やＱＯＬ  意欲 希望・意志 

 

 

7 



本日の講義目標－2 

＜学習目標２．＞ 

リハビリテーションを必要とする生活機能障害  

を抱えて生きている人々の身体的・心理的社 

会的特徴を深く理解できる。 

 

 ➔「当事者（患者・家族）の語り」から生活機能 

   障害とともに生きる対象を理解する。 

                 教科書ｐ２１～３７ 
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フランス トゥールーズ第2大学 

• http://www2m.biglobe.ne.jp/~ZenTech/world
/map/france/Map-Toulouse-Link.htm 
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Detachment and Retake within the 

Context of Patient Narratives of 

Dementia in Japan 

Mikiyo Sato1,2 and Rika Sakuma Sato1 
1DIPEx-Japan, 2Tokai University 
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ＤＩＰＥｘ 
（ Database of Individual Patient Experiences） 

http://healthtalkonline.org/ 
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I keep telling myself, that each one of us is trying to live out 
his own character. I just want others to understand that 

people with Alzheimer’s disease can live his own life. 
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http://www.dipex-j.org/ 
健康と病いの語り 

http://www.dipex-j.org/
http://www.dipex-j.org/
http://www.dipex-j.org/


「語り」データベースの目的 

• 患者さんに病気と向き合うための情報とここ
ろの支えを提供 

• 家族、職場など周囲の人々に病を患うという
ことがどういうことかなのかを知ってもらう 

• 医療学系学生の教育や医療者の継続教育に
活用 

• 研究者や政策立案者、ジャーナリストが活用 
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「健康と病いの語りディペックス・ジャ
パン」（通称：DIPEx-Japan） とは？ 

 
 2001年に英国Ｏｘｆｏｒｄ大学で生まれた   
「患者体験」のデータベース＝Database of 

Individual Patient Experiencesの略 

 

がんだけでなく脳・神経、心、慢性疾患など
様々な病気や医療の体験が集められており、
3,000人近い人々の語りが収録されている。 
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• この団体は、医療者や研究者、ジャーナリス
トなど、専門家ばかりでなく、患者当事者やそ
の家族、よりよい医療の実現をめざす一般の
方々など、様々な立場の人が集まって構成 

 

• それぞれの視点から「健康と病いの語り」が
持つ力に着目し、望ましい活用のあり方を模
索。             健康と病いの語り HP引用 ： http://www.dipex-j.org/ 

 

  



語りのデータベースの特徴 

• 体験者の生の声を映像・音声・テキストを通じ
て伝える 

 

• トピックごと、語り手の年齢ごとに分類されて
いて、キーワード検索ができる 
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私のがん、ウエブで語る 

• がん（乳がん・前立腺） 

     患者の語り 

  

• 一つの語り 3分程度 

• コンテンツ400以上 

• ウエブサイト 紹介 
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乳がん・前立腺がんの体験者のみなさん、あなたの体験を語っ
てみませんか？ 

  「がん患者の語り」データベース インタビュー 

 

•最初に診断を聞いたとき、何を考えましたか? 

•家族や友人の反応はどうでしたか? 

•どんな言葉に励まされましたか? 

•どんな言葉に傷つきましたか? 

•病気と向き合う上で、もっとも役に立ったのはどんな 

情報でしたか? 
                                                      健康と病いの語り HP引用 ： http://www.dipex-j.org/ 



からだ、心、パートナーとの関係 

• 右乳房切除術   

 

 20代 

 30代 

 40代 
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4月27（月）の授業に使用 

• レポート内容：別紙配布 

  

 

• 方法：Ａ４ １枚程度、10.5ポイント、文字制限なし 
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来週までの課題 

１．「健康と病いの語り」HP閲覧 

２．レポート作成 

３．討議 自分の考えを整理する 
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＜文献・資料＞ 
＜教科書＞  

１．落合芙美子（2015）新体系看護学全書 リハビリテーション看護  p21-37,p114-122,p146-161 
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